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１．はじめに 

 

道路関連施設は, 道路利用者の生活に密着した最も

身近な社会基盤施設であり, これらに対する維持管理

の要望, 苦情など住民からのニーズが多様化している

傾向にある. このような状況下, 住民の安全・安心な

生活を守るためには, 今後も道路関連施設を適切に維

持管理することが重要であり, より効率的かつ効果的

な道路関連施設を維持管理する仕組みが必要である. 

また, 山口県は, 中国山脈によって山陽側と山陰側に

分断され, 気象特性などに大きな地域差が見られる上

に, 平地が乏しく地形が錯綜して急傾斜地が多く存在

するため, 近年においては豪雨時に甚大な災害が発生

し, 道路網が寸断されることも多く, 災害時における

迅速な対応が重要となっている1）. 

このように維持管理業務は, 施設に関する通常の維

持管理に加えて, 施設利用者からの要望・苦情への対

応, また, 事業執行に対する説明責任, 関係機関との

協議・調整, さらに, 緊急対応を要する災害など業務

内容が多岐にわたっており, 職員の業務負担は過多と

なってきている2),3）. 

上記のような業務負担増を改善するため, 各所の土

木建築事務所では, 従来の紙ベースの書類による事務

処理に代えて, 汎用ソフト（Excel／Accessなど）を一

部導入し, また, デジタル化した道路台帳とも組み合

わせた支援システムの構築によって業務負担増の改善

を試みてきた. しかしながら, 道路損傷の発生位置を

把握するのに管内図や道路台帳および市販（例えば、

ゼンリン社製）の地図, さらには当該住所などから具

体的な案件発生場所を特定する作業に手間が掛かる. 

そして, 維持管理委託業者への作業指示などについて

も, FAX等でのやりとりに時間を要してしまう状況に

ある. 

以上のような背景により, 本研究は, 道路施設の損

傷発生現場などの位置情報と問題案件の画像がリアル

タイムに把握でき, また, 問題案件の処理状況および

進捗状況がいつでも, どこでも, 誰でも確認でき, “情

報の共有化”を目的として, リアルタイムに情報が収

集できる GPS 携帯電話と Web-GIS を活用した道路施設

維持管理支援システムの開発を行った. これにより, 

業務の効率化および分散化, さらには, 災害直後等に

おける関係機関への報告と委託業者に対する指示など

による伝達・対応の迅速性の向上を図ることができる. 

また, その導入効果に関しても具体的に紹介する. 

さらに, 本システムにより蓄積されたデータを単に履

歴として残すのではなく, 維持管理におけるハード対

策の検討や維持管理パトロールの効率化が図れるなど, 

各対応における蓄積データを有効に活用する手法につ

いて, 2つの具体的な事例を示す. 

 

抄録：本研究は, GPS機能付きカメラ携帯電話端末機(以降GPS携帯電話)の位置情報機能とWeb-GISを組み合わ

せた道路施設維持管理支援システムの開発を行ったものである. これは道路施設損傷, 災害時などの情報をイ

ンターネット上で介し, 道路管理者がパソコンで現状を正確に把握でき, そのデータを基に迅速な対応が可能

となる. すなわち, GPS携帯電話の位置情報機能及び写真機能とメール機能を最大限利用し, 現場で発生した

道路施設損傷や災害の状況, それに対する対応策などをパソコンとGPS携帯電話とのやりとりで瞬時に情報共

有を図ることができる.  
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発見・報告

①職員・委託業者の巡視により, 道路施設破損箇所を発見, 報告

位置特定

②土木管内図, 道路台帳・住宅地図により, 位置を特定

現地調査・記録

③破損など現場調査

④処理の必要性・緊急性の有無の判断

⑤現場状況を野帳等にメモ

（デジカメによる現場状況を画像情報化し記録）

報告書の作成

⑥該当する位置を管内図及び道路台帳,住宅地図を使用しコピー

⑦現場で記録した情報の整理

（所定の様式に基づき, 手書き, Excelなどを活用）

上司へ報告

⑧報告書を印刷

⑨管内図, 道路台帳及び住宅地図などを印刷

⑩デジカメ画像の印刷

委託業者に依頼

⑪依頼書（デジカメ画像, 管内図, 道路台帳含む）を印刷

　ＦＡＸやＰＤＦ化しメールで依頼

　若しくは書類の手渡し・電話依頼

書類整理

⑫書類をドッチファイル等に綴じる

課題

様々な作業が一

元化されていな

いため, 非効率

であり, 情報の

共有化も図られ

ていない

位置特定に時

間を要する

過去の案件の

検索に時間を

要する

詳細な状況が把握できる 

送信されてきた画像（複数枚で

送信された画像も表示可能） 

印刷機能 修正機能 

① 

マーカー（情報提供されている箇所） 

② ③ ④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

２．現状と課題 

 

現在の土木建築事務所における道路施設維持管理業

務をいくつかのプロセスに分類して, 業務フローを明

確（ステップ）化し, それぞれのステップにおける課

題を抽出した(図-1)． 

主要課題として挙げられるのは, ①報告を受けた職

員が位置を把握するのに時間を要する, ②管内図, 道

路台帳などのコピーや画像印刷, 報告書作成および委

託業者への依頼など様々な作業が一元化されておらず

非効率である, ③災害などの各種案件に対して情報の

共有化が図られていない, ④紙での整理であるため, 

過去の案件を検索するのに時間を要し, 収納スペース

の確保も必要となる, などである（図-1右側参照）. こ

れらの各ステップにおける課題を解決するために, 位

置の把握や情報の共有化などの改善を検証し, 支援シ

ステムの開発を行った. 

 

３．システムの概要 

 

Web-GISは, GISの機能をインターネット上で実現し, 

誰もが, いつでも, どこからでも地域情報を入力でき

る, あるいは閲覧できるようにしたものである. これ

と位置情報を提供する GPS携帯電話との連携を図るこ

とにより, 道路管理者へ位置と画像をリアルタイムに

情報提供することができる. 本システムでは基盤地図

として, 米 Google社 4）が提供しているものを使用し.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トップ画面は図-2のとおりである. この中で, リアル

タイムに情報提供されるさまざまな情報に関して, そ

の状況の把握, 検索が簡単に行えることを実現するた

め, 以下のように, 大きく４つに分類して情報を整理

した（以下の数字は, 図-2画面内の数字と対応してい

る）：①道路損傷→通常パトロールなどによる道路舗

装面などの施設損傷状況, ②災害状況→大雨, 台風等

により発生した道路災害の状況, ③積雪状況→冬期に

おける積雪, 路面状況の情報, ④苦情・要望→地元な

どにより受けた苦情, 要望の情報. その他, 同画面内

に以下の機能を配置した：⑤新規登録→事務所で情報

を新規登録することができる. ⑥新着状況→GPS 携帯

電話で提供された情報がリアルタイムに表示される, 

⑦設定→登録許可アドレスの設定を行う各項目を設け

ている. また, これらの各機能の詳細情報については, 

一例として道路施設損傷情報の場合を示すと図-3 の

ようになる. 

 

４．システムの適用効果  

 

昨年（H22)7 月中旬の集中豪雨により, 道路法面が

崩壊して土砂が道路を塞いだ道路災害の情報の一例を

示す（写真-1参照）. このような情報により, 発生位

置, 災害規模, 交通規制, 復旧方針など一連の作業が

効率的に行われ, また情報の共有化が図られたため, 

迅速な対応が可能となり, 被災から仮復旧（交通解放）

まで早期に行うことができた（写真-2参照）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図-3 詳細画面 

図-1 道路施設維持管理業務フローと課題の整理 

図-2 本システムのトップ画面 
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５．蓄積データの活用事例 

 

本システムを活用し, 道路施設損傷および災害, ま

た住民からの苦情, 要望などさまざまな情報が提供さ

れ, その対応状況や道路施設損傷状況などのデータの

蓄積が行われる. 一方, それに伴うデータ量の増大や

乱雑な取り扱いなどが予想されるため, 適切なデータ

の整理整頓が必要であり, また過去の大量の案件から

業務の補足情報を取得するなどデータを有効に活用す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ることが重要である 5）. そこで, 本システムにより蓄

積された大量のデータの活用手法について, 2 例を挙

げ提案する. 

 

（１）維持管理におけるハード対策例  

自動車事故によるガードレール破損箇所や落石箇所

などにおいて, 繰り返し発生した箇所の頻度を整理, 

分析を行う. マップ上の図-4 のように, 過去に発生し

たガードレール破損箇所群（集合体①）と落石箇所群

（集合体②）を「集合体」として地図上で確認するこ

とができる. これらを検索システムにより, 発生頻度

の一覧表を作成する（表-1）. それらの内容と発生原

因を分析し, 繰り返し行われる事故発生個所について

は, 局部線形改良(図-5参照)や安全施設の強化, また

多数の落石個所については, 現地調査し, 落石防護柵

などの設置（図-6参照）を行い, 重大な事故に至る前

に対症的措置として対策を講じることができる 6),7）. 

（２）維持管理パトロールの効率化 

山口県内の道路は, 国道, 主要県道および一般県道

ごとに路線が分けられ, 土木建築事務所の管内ごとに, 

維持管理パトロールの計画を立て効率的に日常巡視が

行われている 8）. 従来のパトロール計画を踏まえ, 蓄

積された損傷データを利用することにより, さらに効

率的かつ効果的に維持管理パトロールを行うことが可

能となる. 図-7に, 道路損傷箇所から各路線における

損傷頻度を分析し, 効率的な維持管理パトロールルー

トの再設定を行う流れの検討手順を示す. 図-7 に示す

事例では, マップ上で確認できる道路施設損傷箇所

（図-7の左上参照）をデータ検索システムの活用によ

り蓄積されたデータを路線区間ごとに, 道路損傷が発

生している件数を集計する（図-7の右上一覧表参照）. 

この一覧表から, 各路線区間における損傷頻度が多い

路線,すなわち損傷発生危険度が高く, しかもヒヤリ

ハットも含まれる路線として位置付けられる. これに

より, 従来の維持管理パトロールルート（図-7の左下

参照）から, 各路線の頻度順位を参考に, パトロール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1 斜面崩壊による被災直後例 

写真-2 早期に実施された仮復旧後例 

図-4 地図上での発生箇所の集合体①、② 

表-1  発生頻度一覧表 
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ルートや路線ごとのパトロール頻度の検討に基づいて

再設定（図-7の右下参照）することにより, 効果的な

パトロールの実施が行われ, より安心で安全な道路利

用の向上を図ることができる. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．まとめ 

 

 本研究で得られた結論は, 以下の 2点である. 

1)GPS 携帯電話の位置情報機能と Web-GIS を活用した

道路施設維持管理支援システムの開発を行った. これ

により, 位置情報と道路施設損傷状況がリアルタイム

に把握でき, 迅速な対応と情報の共有化が図られ, 効

率的な維持管理を行うことができ, より安全で安心な

社会基盤の構築を図ることができるものと考える. 

GPS携帯電話を活用する点においては, さらに利便性, 

操作性の向上を図るため, 近年普及し始めているスマ

ートフォンを活用した情報提供の手法について, 道路

施設維持管理業務専用アプリの作成を検討し, 位置情

報の取得およびメール作成（音声登録機能）などの操

作を簡略化, また誰でも簡単に操作できるシステムを

展開したい. 

2)本システムにより蓄積されたデータの活用手法につ

いて, 2 例を挙げ提案したが、今後, 運用を繰り返す

ことによって, さらにデータ量の増大やさまざまな情

報が蓄積されるため, これら大量のデータを有効に活

用できるシステム展開が必要である. すなわち, デー

タを対症療法（事後保全）的対応と予防保全的対応に

分類し, 蓄積されたデータを有効に活用する道路施設

管理アセットマネジメントを展開したい. 
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図-7 パトロールルート効率化の検討手順 

集合体①（ガードレール破損） 

集合体②（落石箇所） 対策工事（落石防護） 

落石防護 

車道 

対策工事（局部線形改良） 

事故多発 

局部線形改良 

県道 

図-5 局部線形改良対策例 

図-6 落石防護の設置対策例 

パトロール区間別損傷発生頻度集計表 
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